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IoT活用実証
データ活用環境整備

IoT人材育成
スタートアップ育成

地域課題解決ビジネス
働き方改革

神戸市の目指す
オープンガバメント

オープンガバメント社会



EVIDENCE

BASED      

POLICY

MAKING

⇒どのデータ？
⇒信用性は？
⇒現実との差？
⇒誰が誰に？
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理想＝課題

現状 現状≠

課題解決
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①データ活用について職員が理解【個別業務レベル】

GISアカデミー

データ
アカデミー

データアカデミー

②データを流通させる【他の業務への流用】

③データ分析の着眼点・技能を養成【複合的データ分析】

Kobe Todayサイトオープンデータダッシュボード

データ活用のステップ
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GISアカデミー

データ
アカデミー

データアカデミー

・定量データ分析に必要な基礎知識とスキル
・データを活用した課題解決力の向上
・庁内データ共有環境の構築

・GISによる業務フローの改善
・業務の標準化

データ活用のステップ①個別業務レベルで理解
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カタログサイトのアクセス分析
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データセット別ページビュー②他の業務への応用

©City of Kobe 8



オープンデータダッシュボード③複合的データ分析
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イベント情報をAPIで提供
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神戸データアカデミー

データを利用して問題解決力を高める訓練を

実施して「エビデンスベースの政策立案・実施

（EBPM）」の確立を目指す

統計処理実習 データ分析実践演習データ分析手法講習 市民向けワークショップ

市民向け

述べ参加者

350
人

日本初

市職員向け



座学と実践的な演習を通じて、定量データ分析に必
要な基礎知識と基礎スキルを習得

スキルを習得し、データ利活用レベルの向上及び
データを活用した課題解決力の向上を目指す

データを扱う
Excelによる

データ基本操作
講習

データを読む
データ分析
基礎講習

データを活かす
データ分析
実践講習

データ基本操作
講習（1）

データ基本操作
講習（2）

データ分析概論
（1）

データ分析概論
（2）

データ分析実習
（1）

データ分析実習
（2）

神戸データアカデミー
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比較すること⇒

年度別売上額
目標と実績
仮説と結果

Tips
目的≠分析＝手段
分析目的を明確に

データ分析とは
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データ分析の流れ

分析シ
ナリオ
の設計

データ
収集

手法の

選択
評価

結果の

可視化
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課題 仮説

データ 解決

分析シナリオまとめ
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救急出動における
不搬送について

DATA ACADEMY



全出動件数（2017年）

78,264件/年
救急車不搬送

13,618件/(17.4%)
・10年間で1.4倍に増加
・政令指定都市の平均は約12％
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どう分析する？

不搬送の種類：緊急性なし、傷
病者なし、拒否、酩酊、死亡、
現場処置、誤報、悪戯、etc.

平成27年中の救急搬送データ

救急要請があった場所、傷病
者年齢、時間、状況

消防局搬送記録、消防庁統計、
国勢調査データ、神戸市内人
口分布など

搬送人員不搬送人不搬送理由T0_指令時刻 T0_出動時刻

1 0 2017/06/12 23:10:46 2017/06/12 23:13:12

0 1 拒否・辞退 2017/05/26 09:28:43 2017/05/26 09:30:16

1 0 2017/06/24 09:28:13 2017/06/24 09:31:32

1 0 2017/06/11 11:40:58 2017/06/11 11:43:27

1 0 2017/06/23 14:15:26 2017/06/23 14:17:55

0 1 緊急性なし 2017/06/10 23:07:24 2017/06/10 23:09:00

1 0 2017/06/23 07:21:15 2017/06/23 07:24:15

1 0 2017/06/22 11:41:40 2017/06/22 11:43:51

1 0 2017/06/10 00:53:12 2017/06/10 00:55:26

1 0 2017/06/20 07:18:18 2017/06/20 07:21:53

1 0 2017/06/26 18:42:01 2017/06/26 18:44:18

1 0 2017/06/29 13:20:33 2017/06/29 13:23:02

0 1 誤報・悪戯 2017/06/16 17:26:44 2017/06/16 17:29:18

1 0 2017/06/02 11:16:32 2017/06/02 11:19:58
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GISマップで可視化

色が濃い所ほど、
人口密度が高い
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•不搬送の特徴及び傾向を見つける（時間帯、年代、地域特性）

•地域特性はほとんどない

→人口密度が高い場所に広報をおこなえば効果的では

•時間別割合では、夜間帯に多い

→病院までの距離などが影響しているのでは

•年齢別割合では、高齢者より若・中年層が高い

→第三者通報・仕事終わりの119番通報が影響している可能性

・導いた結果より、今後どのように活かすかを考察

・広報の対象とする地域やペルソナの想定

⇒なぜ夜間帯に若・中年層の不搬送割合が多いのか

©City of Kobe 24



新たな対応策#7119
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消防局内の反応

•人口動態に応じた救急需要予測
（人口密度が高くなる時間帯への
対応や人口密集度が高くなる地
区への救急車への優先配置）

•救急出動報告データ＋消防局保
有車両の出動状況分析
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子どものむし歯発生状況分析

DATA ACADEMY
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地域特性や食生活の状況等による
神戸市の子供のむし歯状況分析

分析内容
むし歯のある子とない子の生活状況把握

― 現在９区で同じサービスを提供しているのに,

区間差が大きい

― 歯科健診の問診項目から分析



0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

８時まで ８時台 ９時台 １０時台 １１時台 １２時台 決めていない

就寝時間別の要指導率
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７時まで ７時台 ８時台 ９時台 １０時台 １１時以降 決めていない

起床時間と要指導率
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくする

ときどきする

ほとんどしない

全くしない

無回答

配偶者の協力と虫歯の本数

0

1～5

6本以上

結果１：配偶者の育児協力度が高いほどむし歯本数が少ない



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0本率

1-5率

6本以上の率

仕上げ磨きと虫歯の本数

はい

時々

いいえ

結果２：仕上げ磨き度が高いほどむし歯本数が少ない



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よくする

ときどきする

ほとんどしない

全くしない

はい いいえ 時々

結果３：配偶者の育児協力度が高いほど仕上げ磨き度が高い



近畿公衆衛生学会©City of Kobe 34



子どもの歯の健康には、
夫婦仲良く楽しい育児が不可欠

対 策 地域特性に応じた虫歯予防啓発活動の実施

⇒区別、食生活別に応じた内容でホームページや

チラシ等で啓発

結 論



１．住所があれば点になる ３ ．WEBでデータを共有できる

２．点があれば数えられる ４．情報提供する

神戸GISアカデミー
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神戸GISアカデミー（大学との連携）
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人流データ実装化（子ども見守り）

娘は今児
童館を出
たのね。
16:35

見守り協力者App. 

Bluetooth Tag



HAT神戸エリア

スマートランニングコース実証
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未利用地情報閲覧

庁内閲覧者 活用係情報更新

庁内GISで実現 管財台帳システム

管理係

資産情報閲覧・共有

資産情報更新

ユースケース図
市有地（普通財産）全件

shape

マージ
(ArcMap)

庁内GIS

未利用地全件
shape

管財台帳
システム

市有地（行政財産）全件
shape

管財台帳
システム

市有地（追加）
shape

市有地（追加）全件
shape

結合、マップ作成
(ArcMap)

未利用地情報
ＥＸＣＥＬ

市有地（追加）全件
shape

未利用地マップ

データフロー図

ＵＭＬ：
統一モデリング言語

ソフトウェアの機能や構造を記述する
ための図の書き方

Unified Modeling Language：UML
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行政現場における
デジタルトランスフォーメーションの潮流
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Government Digital Service（英国）

Gov.ukの運営

各省庁サービスの

簡略化

データ活用

普及

各省庁

システム導入

サポート

行政横断的

プラットフォーム

開発・運用

テック活用
人材育成
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GDS Academy

出所：GDS

Digital & agile 
awareness 

Digital & agile 
awareness for 
policy makers

Digital & agile 
foundation 

course 

Hands on agile 
for leaders

Working level 
for delivery 
managers

Working level 
for business 

analysts

Research & 
design in 

government

Digital & agile 
awareness for 

analysts

Working level 
for product 
managers
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DDaT（Digital, Data& Technology Profession)

「世界で最もデジタルテクノロジーに精通した公務員集団を生み出す」

• 2017年 8400人（全戸4か所、オンライン講座あり）

• カリキュラム6分野（データ、IT運用、製品と物流、品質保証、テック、
ユーザー中心のデザイン）

•人材育成と雇用貢献
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出所：BCN

アイデア GIS アーバン・エコシステム
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Super Blocks

アイデア
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GIS & Simulation

ツール
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都市生態系

Eco systemic

Urbanism
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Super Public

大中企業

Civic Bridge

中小企業

STIR

スタートアップ企業

デジタルサービス、都市交
通、公共調達改革

311コールセンター、地域経
済開発、コミュニティ支援

ホームレス支援、市警デー
タ利用、里子支援Apps

Data Academy San Francisco 
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コラボレーション形態の変化

IT技術

（企業・大学等）
+シビックテック

課題
（市民）

IT技術
（企業・大
学等）

課題解決

課題
（市民）

技術進化

知恵 技術
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はるかかなたのData SF

出所：Data SF©City of Kobe 53



Transform a Government thorough Entrepreneurship

Help departments transform government to meet 

citizen needs

We believe use of data and evidence can improve our 

operations and services we provide
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出所：https://imi.go.jp/goi/coregoi
©City of Kobe 55



  56

センサ

データ

カメラ

データ

人流

データ

物流

データ

業務

データ

統計

データ

分野固有のシ
ステム・データ

分野共通のシス
テム・・データ

政策立案が変わると評価も変わる？




